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ドライバーと⾃動⾛⾏システムの役割とインターフェイスに関する研究

SIP-adus

SIP ⾃動⾛⾏システムのビジョン：⼈々に笑顔をもたらす交通社会を⽬指して

すべての⼈にやさしい
交通社会の実現

⾃動⾛⾏技術による
交通事故死者数低減

⾃動⾛⾏技術の活⽤
による交通渋滞の低減 私でも、上⼿に

できちゃいます♪そ〜れ来た
ジャンプ!!

すべての⼈にやさしい交通社会を実現を⽬指す もっとファン・トゥ・ドライブなものへ

⇒ ⾃動⾛⾏により、クルマと⼈、クルマと交通社会の新しい ”関係” が求められる



新しい“関係”を模索するためのフレームワーク
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ドライバー受容性の検証 社会受容性の検証 ※

安全性の証明 事故削減効果の推定

システム定義 シナリオ定義

ヒューマン
ファクタ分析 ＨＭＩ検証 事故分析

責任区分と権限移譲の考え⽅ 構築
国際的な

協調活動と
標準化への貢献

社会における
受容性の醸成

シミュレーション／被験者テスト設計

※ 制度、法律上の整合を含む

SIPにおける活動のフレームワーク

３つの観点に基づいたアプローチ
• システムとドライバーのインターフェイス
• システムと他の交通参加者とのインターフェイス
• システムと社会とのインターフェイス


